
夢の断片 自伝のようなもの 一  

  

                                                   豊原清明  

  

 自伝を三回に分けて書こうと思う。平成時代、九十年代に詩人として処女詩集を出した人として、ま

ず、十代を今回、振り返り、三十代の詩専念を思う時まで、記したい。生まれてから、小学五年生ま

で、僕は死んでいた。小学校は軍隊式の体罰教育を行う学校だった。チャップリンが、『学校は軍隊

みたいだ。』と言ったそうだが、僕も学校に入学して、学校とはＳＭではないか、と疑った。確かに、 

７０年代から９０年代は体罰容認だった。日本には臀叩き、頬打ちが、家庭でも敢行されていた。現代

はその体に罰を与えることを禁止したことが、７０年代生まれの僕らにとって、あれは一体何だったの

かと思わせる。   

  

詩との出会いは５年生の時、何学期だったか、自由詩の授業があり、造花をモデルに詩を書いた

のが詩との出会いだった。勉強の出来ない、九九が出来ない劣等生で生まれて初めて書いた詩は

残っていないが、「造花を愛でる人の心は汚れている／花が美しくても／それを愛する人の心は汚

い」というような詩であった。担任の教師が非常に冷たく思えて、その物言い、素振りが嫌いであっ

た。花の詩は先生へ向けた詩であった。８０年代の終わりの頃、ようやく生き、映画を見たり、童話を

書いてコンクールに送って落選して、悔しがったり、また、ファミリコンピューターのファミカセ買い集

め、コレクションして、プレイしてストレス発散したり、詩らしきものを書きたいと思ったりした。ふと詩人

をイメージすると、働きながら、夜は本を読んだり、詩作したり朗読したりする生活がとても良さそうに

思えた。映画館で『バック・トウ・ザ・フューチャーＰＡＲＴ２』を鑑賞し、空飛ぶスケボーに魅了され、ま

た、オープニングの空飛ぶデロリアンと、雲と雲の映像、「空を飛ぶ」という映像に快感を憶え、「こん

な映画をつくりたい」と思い、将来は映画作りしたいと強く願った。集団作業の監督は無理だが、一人

でも作業できるシナリオライター、或いは原作となる小説の小説家になりたい。「生涯に一本だけでも

良いから、良い劇場映画に参加してクレジットされたい。」という、夢を恥ずかしながら、現在も願って

いる。  



  

その夢を現実にするべく、まず物書きの技術を学びたいと、一人で近所のカルチャー教室を歩き廻

ったが、シナリオ、小説の講座はなかった。唯一、「児童詩教室」があり、チラシを手に、親に必死に

願った。翌週の日曜日から通うことになり、将来の夢を詩に書いて、手渡すと、良いと言われたが、一

部、治した方が良い所を一考するようにと、原稿を返された。消しゴムで消して、自分で考えて書い

た。書く癖が身に付いた。小６から高２の３月まで、教室で詩を書いていた。したことはただ、書くだけ

であった。先生からアドバイスを貰い、ノートに書き写した。辞書を読んだ。先生からお古の広辞苑を

頂いた。あまりに古かったので、自分で買った。先生は全部読むように言ったが、読めず、今も読んで

いる。中１、１週間登校して、体罰が一度あり、ふと、３年間も親でもないオッサンに殴られるのは、馬

鹿馬鹿しいと思い、侮辱に対して、もう中学を辞めることにして、自宅で発狂し、１週間、大学病院の

寮に入院した。その時、病気を治したいと思い、長く居ようと決めていた。病院の入院患者の多くは

病ありながらも、何とか持ちこたえているような印象があった。ある日、殴り合いを目撃し、恐怖した。

深夜、その暴れた人がガラス張りの向こうから睨んできた。次、殴られそうな流れになったので、退院

した。病気を治せなかった。辛抱できなかった。学校も辛抱できず、諦めてしまった。児童詩教室だ

けは辞めずに通った。９１年の４月に「日記帳」ノートをつくり、今日したことを書いていたが、自然に詩

が産まれ、それから「詩」ノートを今まで書いている。  

  

初期作品「疲れ果てた人達」豊原清明  

おばあさんが蜜柑を食べていた互いに  

向き合っていた笑っていた  

後ろでは牛がモゥ〜と、言っている  

疲れたおじいさんが僕と喋りたそうに  

僕を見ていた  

  

ええなあ  

ノートに稚拙な詩篇が山と書かれている。今も主にノートに鉛筆で手書きしている。詩作と句作を繰

り返し、年を重ね、９３年に「詩の甲子園」に荒川洋治氏が審査に入っていたが、審査に通過し、来年

こそ、入選したいと強く思い、９４年に「春彼岸」が「詩の甲子園」に入選した。良い詩を書き続けたい



と願い、ノートに書きまくった。９４年は詩作に燃えたが、燃焼してしまったのだ。９５年には怒りやもやも

や、病気が酷くなった。  

９５年の１月１７日に阪神淡路大震災が起こり、一部被災した。グラウンドには仮設住宅が並び、精神

的に暗雲立ち込めていた。頭の中がぐじゃぐじゃになった。一人映画館に行き、街をぶらついて、ファ

ーストフード店で昼食食べ終わったら、このまま、憂鬱な日々が死ぬまで続くのだとぜつぼうし、遠くの

山の奥に建つ病院に入院した。自然の中の病院は良く、苦しかったが、日々、精神安定剤飲み、安

定剤で一寸ましになった。安定剤の調合が出来て、退院した。だが、しばらくしたら、また悶々と苦し

くなった。入退院を繰り返す。詩作している。ベッドにうつ伏せになり、書いていた。俳句も書いてい

た。  

入院する時、主治医から「心がくたびれているから、元気な時と同じレベルの詩は書けない」と宣

告されたことが、「お前は終わったぞ」と言われているようで、いや、書けるはず。と、書きまくったが、

一寸、詩の内容が元気な頃と比べて、病的になって来ていて、現在、危機を憶えている。現実を見

て、もう終わったと思うところがある。だが、詩作をしたいという欲求がある。詩はコントロール出来な

い。内面の声というか、奥深くからやって来る声である。常に声がやって来るのではない。来る時と来

ない時がある。確かに書いてはいても、来たと思う時と、来ない時がある。  

山奥の病院を入退院繰り返し、離れたのは９９年の夏である。１０代は現在と比べて元気であった。元

気だったのは９１年から９４年の夏までである。僕にとって致命的なことは「こころの病気」にかかったこ

とだ。心を病むと、感受性で書く詩が非常に暗くなってしまう。医師によると治らない病らしく、病気を

肯定し、方向を転換するしかない。  

  

中二の夏に現代詩文庫の「中原中也詩集」の「春の日の夕暮」を読み、変わった詩だと、魅了され

た。後にダダ詩と知り、父に聞くと、高橋新吉「ダダイスト新吉の詩」を持って来たので、借りて読ん

で、凄い詩だと思った。そのまま、部屋の本棚に入れている。９０年代から今まで、僕は前衛をしたく

て、ダダやシュルレアリスムに傾倒していた。前衛映画や詩歌を読んでいる。ルイス・ブニュエルとダ

リとツァラのファンである。なかなか見つからず、本が集まりにくいのだが、探している。詩集を読書す

ることで、詩の方法を知ることが出来ると分かってから、主にコレクションのように、現代詩文庫を買っ

て、読書している。何処かに詩作のヒントはないかと願って。９０年代は日本映画のファンで、塚本晋

也や北野武、黒澤清の映画が良かったと思う。  



北野武監督作品『キッズ・リターン』は特に心に沁みた。高校生の挫折をテーマにした、大変残酷

であり、今見ると、痛い。詩作は映画作りの代償である。詩を映画のように書きたい。だが、詩は映画

ではない。感受性で書かれた言葉である。僕は詩をしたいと思う。９５年に「詩学」で一年間の投稿か

ら、「詩学」新人に選ばれた時、余り喜べなかった。それは「詩学」に印刷された当時、もう詩が崩壊し

ていたからだ。ミミズが這ったような字でスランプにかかっていた。９６年に「第一回中原中也賞」を受

賞した時も、スランプの時期で、入退院を繰り返していた時期だ。当時、ノートに書いていた詩は良く

なくて、これからどうしようかと、青ざめていた。列車の中で不安で仕方なかった。  

その後、少しずつ元気になっていくが、こころの病は元気を減退させるので、刺激的な映画を見て、

気を取り戻そうとした。  

９９年頃から、社会は管理社会が深まっていく。９０年代が終わり、新しい時代が来た。自分の詩は古

くなり、ひっそりと活動している最中である。  

十代、所属していた詩誌は『児童詩誌 朝霧』と『現代詩神戸』『火曜日』である。当時、詩友はいな

かった。一人、少女と文通していた。『赤旗』の『詩』の欄に投稿していた頃だ。少女が挑戦して来て、

競争していたが、神経すり減らした僕は『夜の人工の木』（霧工房）を送って、「私も詩集作ります。」と

いうような返事を貰い、心騒がせて、手紙を送ることを辞めたら、それ以上、返事が来なくなった。少

女と決別しようと手紙を全て、燃やした。その行為は間違っていた。燃やすべきではなかった。置い

ておくべきだった。そのひと以外、声をかけてくる人は十代にはいなかった。師の名前は伊勢田史郎

さん。安水稔和さん、後に主宰誌『海程』の同人にさせていただいた、金子兜太さんの三人の方。十

代の時、『朝日俳壇』『ＮＨＫ俳句』の金子兜太当てに葉書を送りまくった。  

十代の俳句  

通り去る黄色い車雪の中  

軽トラに落葉いっぱい酒一杯秋出水馬の親子も屋根の上  

後に「春の顔泣き声あげる白黒目」の「白黒目」をタイトルに個人詩誌を発刊することになる。  

  

   

豊原清明プロフィル  

詩集 1995 年『夜の人工の木』（霧工房）（青土社）  

英訳詩集『NOCTURNAL MAN‐MADE TREES』訳・Dorothy Britton   



2000 年『朝と昼のてんまつ』（編集工房ノア）  

2005 年『時間の草』（ふたば工房）  

2021 年『白い夏の死』（ふたば工房）私家版詩集『白黒目』（？）  

他、マルコボ･コムで信仰詩集『聖霊・我が体』（2017）句集「父子」（2013）  

「手話する冬鹿」〈？〉  

ユーチューブ・「ｃｉｎｅｐｏｅｍ」等、朗読詩公開自主映画公開。  


